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高島市協働提案事業

森の実験室 高島市役所 
森林水産課　TEL：0740-25-8512

代表　水口　淳
TEL：0740-20-1271

　協働提案事業では、 8 月に林業の現状などを学び、 参加

者同士でできることを話し合う森カフェを開催しました。 11

月 3、 4 日には、 地元産の木材で作られた家具や食器の展

示、 椎茸の生産のための 「ほだ木」 とする方法、 薪を利

用する楽しさなど、 木を使う暮らしを紹介するイベントを開

催します。 また、 初心者のためのチェーンソー講習会も企

画しています。

森の実験室　ホームページ

　森の実験室は、里山の木を利用し保全につなげる

ため、人と木が関わるきっかけづくりを目的に活動し

ています。事業は里山の木を使いたい人と
き

伐り出せる

人をつなぐ仕組みづくりを提案し、里

山の自然にふれる様々な体験講座や

マルシェの企画を進めています。

　森林水産課は、森林の整備や地元の木材の使い

みちを広げることを目標としています。森林への

意識を高め、保全活用に向けた担い手の育成を目

指しています。

市民が里山を利活用し保全をすすめる森の

実験室と、森林水産課が協働提案事業に取

組んでいます。

↓伐採した広葉樹をほだ木
　に。ほだ木置き場の様子
　です。

←ほだ木からしいたけが収
　穫できました。

植え替え作業の様子木を削って作ったお皿やスプーン

～木を活用した事業で人と里山をつなぐ～
たかしまの里山 ・地域資源発掘プロジェクト



　
朽
木
は
台
風
や
地
震
な
ど
で
土
砂
崩

れ
や
道
路
が
寸
断
し
孤
立
し
や
す
い
地

形
が
多
い
地
域
。「
災
害
時
に
地
元
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
動
か
な
い
と
」
と
、

消
防
士
や
朽
木
消
防
団
の
O
B
が
集

ま
っ
て
2
0
1
7
年
に
朽
木
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
隊
は
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
は
農
業
お
よ
び
自
営
業
の
方
が

多
く
、
元
気
な
70
代
、
60
代
が
中
心
で

す
。
今
年
新
た
に
40
代
、
50
代
の
2
名

が
加
わ
り
、
現
在
は
15
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
事
務
局
の
片
岡
弘
明
さ
ん
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
長
年
、
消
防

団
や
消
防
士
と
し
て
災
害
の
対
応
や
行

方
不
明
者
捜
索
な
ど
の
経
験
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
朽
木
支
所
や
市
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、
市
内
で

起
き
た
土
砂
災
害
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
活
か
し
役
割
分
担
を
し
て
復
旧

に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
に
向
け
て
は
「
重
機
の
研
修
会

を
し
た
い
。
全
員
が
扱
え
る
よ
う
に
な

れ
ば
災
害
時
に
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ

と
が
増
え
る
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
寄
り
合
う
機
会
を
増
や
し
て
い

ろ
い
ろ
な
話
を
し
、“

み
ん
な
の
輪
を
つ

く
る
こ
と”

を
大
切
に
し
て
お
り
、
今

後
の
活
動
の
ア
イ
デ
ア
も
そ
う
し
た
場

で
う
ま
れ
る
そ
う
で
す
。

　
「
災
害
が
起
こ
っ
た
時
、
自
分
た
ち

の
力
を
活
か
せ
る
な
ら
市
内
の
ど
こ
で

も
行
き
た
い
」
と
話
す
片
岡
さ
ん
。
将

来
的
に
は
、
市
内
各
地
域
に
も
グ
ル
ー

プ
が
で
き
、
お
互
い
に
連
携
し
な
が
ら

活
動
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
あ
り
、

朽
木
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
の
願
い
で

す
。   朽木災害ボランティア隊

会　長　   大橋進一
設　立　   2017 年
会員数　   15 名
連絡先　   高島市役所朽木支所
　　　　   高島市朽木市場 604
TEL        0740-38-2331

ま
だ
ま
だ
自
分
た
ち
の
経
験
を
活
か
し
た
い

人
も
猫
も
幸
せ
に
共
存
で
き
る
社
会
を
願
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

活
動
し
て
い
ま
す

高島市で活躍するきらっと輝く市民活動団体をご紹介しています。
　
高
島
市
ニ
ャ
ン
コ
の
未
来
は
、
野
良

猫
、
多
頭
飼
育
の
猫
を
捕
獲
し
不
妊
去

勢
手
術
後
に
地
域
に
戻
し
見
守
る
地
域

猫
活
動
や
新
し
い
飼
い
主
に
つ
な
ぐ
譲

渡
会
の
開
催
、
猫
の
飼
育
相
談
な
ど
、

人
と
猫
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
代
表
の

末
武
さ
ん
は
、
公
園
で
た
く
さ
ん
の
野

良
猫
と
出
会
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に

２
０
１
９
年
に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
４
名
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
数
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
猫
活
動
を
通
し
て
見
え
て
き
た

の
は
、
人
と
猫
を
と
り
ま
く
様
々
な
社

会
問
題
。
猫
が
癒
し
と
な
る
人
が
い
る

一
方
で
、
野
良
猫
が
増
え
れ
ば
、
鳴
き

声
、
庭
や
畑
に
糞
尿
を
す
る
な
ど
生
活

環
境
が
悪
く
な
り
、
そ
こ
か
ら
人
同
士

の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。
猫
問
題
に
悩
む
地
域
住
民

か
ら
の
相
談
を
受
け
て
活
動
し
て
お

り
、
最
近
で
は
区
や
自
治
会
と
協
力
、

連
携
し
な
が
ら
対
応
す
る
こ
と
も
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
捕
獲
し
た
猫
は
不
妊

去
勢
手
術
後
に
元
の
場
所
へ
戻
し
、
餌

や
り
な
ど
ル
ー
ル
を
決
め
て
地
域
の
中

で
見
守
り
続
け
る
こ
と
で
、
人
も
猫
も

共
存
で
き
る
地
域
を
つ
く
り
ま
す
。「
手

術
を
し
た
猫
の
一
代
限
り
の
命
を
見

守
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
末
武
さ
ん
。

毎
月
の
譲
渡
会
も
野
良
猫
が
減
り
１
匹

で
も
多
く
新
し
い
飼
い
主
に
出
会
え
る

こ
と
を
願
っ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
方
々
に
地
域
猫
活
動
を

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
」「
み
ん
な
同

じ
大
切
な
命
、
人
も
猫
も
幸
せ
に
共
存

し
た
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
願
い

な
が
ら
高
島
市
ニ
ャ
ン
コ
の
未
来
の
活

動
は
続
き
ま
す
。

市民活動情報誌　おむすび　たかしま 64 号 2024 年 10 月

 高島市ニャンコの未来

代　表　　    末武美里
設　立　　    2019 年 6 月
メンバー数　　4名
連絡先（メール）
nyanarigato-o@yahoo.co.jp

猫の譲渡会の様子です。

経験豊かな朽木災害ボランティア隊
の皆さん。

in　たかしま
 はっけん！ きらっと市民活動

ホームページ



たかしま市民協働交流センターでは市民活
動に関して、様々な疑問、相談をお受けし
ています。ここでは、お寄せいただいた質
問や相談とその回答についてご紹介しま
す。

自
然
の
恵
を
感
じ
、

          　

心
に
ゆ
と
り
あ
る
暮
ら
し
を
広
げ
た
い

株
式
会
社 

薪
来
歩

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

池
田
卓
矢
さ
ん

　
薪
ス
ト
ー
ブ
の
販
売
と
設
置
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
を
行
う
薪
来
歩
を
経
営
し
、
自
然

資
源
で
あ
る
薪
を
使
う
暮
ら
し
を
提
案
す
る
池
田
卓
矢
さ
ん
。
池
田
さ
ん
自
ら
解
体
し
た

古
民
家
の
素
材
を
移
築
し
て
建
て
た
、
自
然
と
共
に
暮
ら
す
体
験
施
設
「
志
我
の
里
」
で

お
話
し
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
大
阪
で
生
ま
れ
育
ち
都
会
で
暮
ら
し
て
き
た
池
田
さ
ん
は
、
29
歳
の
時
、
長
野
県
で
自

給
自
足
を
実
践
す
る
人
と
出
会
い
、
災
害
に
対
す
る
都
市
住
民
の
弱
さ
、
体
の
基
礎
と
な

る
「
食
」
の
大
切
さ
に
関
心
が
高
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
高
島
市
に
祖
父
の
土
地
が
あ

る
こ
と
を
知
り
、
す
っ
か
り
森
に
な
っ
た
土
地
を
見
て
、
自
分
で
開
墾
し
て
暮
ら
し
て
み

た
い
と
大
阪
か
ら
通
い
始
め
た
そ
う
で
す
。

　
間
伐
材
で
家
を
建
て
た
い
と
、
高
島
で
出
会
っ
た
建
築

士
の
方
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
、
2
0
1
0
年
12
月
に
小

さ
な
自
宅
が
で
き
ま
し
た
。「
自
然
資
源
と
人
の
つ
な
が
り

で
何
で
も
で
き
る
高
島
の
暮
ら
し
は
都
会
で
は
味
わ
え
な

い
良
さ
を
感
じ
た
」
と
の
こ
と
。
高
島
で
の
暮
ら
し
が
整
っ

て
来
た
頃
か
ら
S
N
S
で
食
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
給
す
る

お
金
の
か
か
ら
な
い
暮
ら
し
の
良
さ
を
発
信
し
始
め
る
と

都
会
か
ら
沢
山
の
人
が
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
2
0
1
4
年
、
自
然
と
共
に
暮
ら
す
体
験
施
設
の
建
設

企
画
が
市
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
グ
ラ

ン
プ
リ
を
受
賞
。
セ
ル
フ
ビ
ル
ド
塾
を
開
き
塾
生
と
共
に

移
築
工
事
を
始
め
、
2
0
1
7
年
に
完
成
。
体
験
型
の
「
志

我
の
里
」
で
宿
泊
体
験
に
来
た
人
が
、
そ
の
後
高
島
で
暮

ら
し
始
め
、
薪
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
す
る
人
も
い
る
そ
う
で

す
。自
分
で
薪
を
準
備
し
、冬
を
楽
し
む
暮
ら
し
。薪
ス
ト
ー

ブ
は
自
然
の
恵
で
心
に
ゆ
と
り
を
感
じ
る
暮
ら
し
を
提
供

し
て
く
れ
ま
す
。

　
能
登
半
島
地
震
の
災
害
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

と
お
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
の
大
切
さ
を
発
信
さ
れ
て
い

ま
す
。
火
を
使
う
体
験
か
ら
生
き
る
力
を
育
む
「
火
育
」

や
薪
を
使
っ
て
山
の
整
備
も
進
め
た
い
と
想
い
が
膨
ら
み

ま
す
。

株式会社 薪来歩 -makilife-
〒520-1654　
滋賀県高島市今津町梅原 1205-7
TEL          090-6601-3353
メール　info@makilife.biz

ホームページ

　たかしま市民協働交流センターでは、一人ひとりの想いとともに、地域の課題解決や人々の元気に

つながる活動の応援をしていきます。

Q.みんなが心やさしく穏やかに暮らせるまちを願って花づくり活動をしています。花づくり活動をしている他  
   地域のグループと情報交換したいのですが、どうしたらいいですか？

A.花づくりグループ交流会を開いてはどうでしょうか。
　 交流会で、「どんな花を育てていますか？」「どこに植栽していますか？」「花苗づくりのコツは？」「仲間を

増やすためにどんな工夫をしていますか？」など、情報交換したいことと、活動の日時・場所、連絡先などを

チラシにまとめ広報してみてはどうでしょうか。

　提案も含め、ご相談者とお話しを重ね、当センターで「花づくりグループ交流会」を開催することになりました。

当日は３つのグループと花づくりが好きな個人の方、11 名が参加され、茶話会の雰囲気で花談義に花が咲いて

いました。

　この秋は、一緒に参加する花づくりグループを募集して、活動紹介ポスターやお花の写真、花などを展示す

る「たかしま花づくりグループ展示会」を開催します。グループ同士の交流やつながり、新しい仲間との出会

いが広がればと思います。

　　　　　　　　　　　開催日：10 月 25 日 ( 金 ) ～ 11 月 8 日 ( 金 )　
　　　　　　　　　　　場　所：今津東コミュニティセンター 1 階展示ホール



たかしま市民活動フェスタ まちづくり講演会開催のお知らせ

まちづくり講演会
こんなまちにしたい！を実現する仕組み
「東近江三方よし基金」

　この基金は、 地域の里山の保全活動、 この地域に住み

たいと願う次世代を育てる活動、 地域や世代を超えた交

流の場づくり、 若者が働きたいと思う仕事づくりなど、 社

会的に意義のある活動に 「志のあるお金」 を生かす仕組

みを 772 人が出資して設立されました。 設立の経緯や基

金によるまちの変化などをお聞きします。

日　時 ： 2024 年 10 月 27 日 ( 日 )　13 ： 30 ～ 15 ： 30

場　所 ： 今津東コミュニティセンター　3階大ホール

講　師 ： 山口美知子さん

        公益財団法人東近江三方よし基金　

　　　　常務理事 兼 業務執行理事 ・事務局長

参加費 ： 500 円 ( 資料代 )

高齢者の移動手段を共に考えましょう

　日常の買い物や通院などの身近な移動が困難になる

前に、 安心して外出するためにどのような支援が必要か

アイデアを出し合い、 地域に適した移動の仕組みを見つ

ける会議です。 関心のある方はぜひご参加ください。

日　時 ： 2024 年 10 月 29 日 （火） 13 ： 30 ～ 15 ： 30

場　所 ： 今津東コミュニティセンター  中会議室

参加費 ： なし

定　員 ： 10 名

申込み ・ 問合せ先 ：

たかしま市民協働交流センター　

担当　生活支援コーディネーター　吉見

高島みんなのつながりカフェ
　高島で “こんなことやってみたい” “気になることが

ある” 誰かにちょっと聞いてほしい、 仲間がほしい、

小さな一歩を応援してもらい、 応援できるみんなのつ

ながりカフェです。 お気軽にご参加ください。

日　時 ： 11 月 5 日 ( 火 )19 ： 00 ～ 21 ： 00

場　所 ： 新旭駅西ショッピングセンターエスパキッチン

参加費 ： 200 円

申込み ・ 問合せ先 ：

たかしま市民協働交流センター

　　　　　 猛暑がようやく和らぎ、 うろこ雲に鈴虫、 秋めい

　　　　　　　　てきました。 湖岸をランニングしていると風が心地

良いです。〇〇の秋！スポーツ、 音楽などいろいろな活動にぴったり

の季節。 市内でもたくさんのイベントが企画されています。 ぜひおで

かけして秋を満喫してはいかがでしょうか？　（CN）

申込フォーム

健康ダイエット教室 初回健康カウンセリング（120 分）2,000 円税別
■お問い合わせ・お申し込み詳細は
右記QRコード又は下記 TEL, ショートメールから
　　　　　Fairy Time  ＜フェアリータイム＞
　　北仰教室　滋賀県高島市今津町北仰 418-20
　　大供教室　滋賀県高島市今津町大供大門

　　　　090-7753-1384　　　担当／名前　清水としみ
　　　　　　　　　　　　 担当者自身 20㎏減量の実績

初心者のための 参加費無料マネーセミナー

セミナー内容   ※ライフプラン表を無料作成
1. お金の基本 2. 効率の良い資産形成 3. 大切な資金の守り方

　　　日時：10 月 3、10、17、24、31 日
　　　      11 月 7、14、21、28 日
　　　      12 月 5、12、19、26 日
　　　      ①10:30 ～　②13:30 ～  ③19:30 ～ 
      会場：高島市観光物産プラザ（新旭町）

各回 60 分程度
◇時間応相談
◇予約制

お申し込み・お問い合わせ：担当　前田直美
TEL  080-7217-4326（株式会社 FP パートナー　滋賀支社）

～一緒に考える会議オープン参加者を募集！～

有料広告 有料広告

〒520-1622　高島市今津町中沼 1丁目 4-1  （今津東コミュニティセンター内）
                TEL:0740-20-5758      FAX:0740-20-5757  
                MAIL:webmaster@tkkc.takashima-shiga.jp

（委託運営：NPO 法人コミュニティねっとわーく高島）

SNS等で情報発信中！

＜メルマガ会員募集中！市民活動情報をお届けします＞
Facebook ブログ ホームページ LINE お問合せフォーム

申込み ・問合せ先 ：

たかしま市民協働交流センター






